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[研究要旨] 
いまだ明らかにされていない線維筋痛症の病因・病態研究の振興と発展のため、共通研究プラット

フォームを構築することは必要不可欠であろう。そのために、わたしは本研究班員と協力し、症例と
検体のバンク化・標準化を試みた。三年間で200名を超える線維筋痛症患者の症例、ならびに末梢血
125名の有核細胞、血漿がストックされた。対象疾患としてのリウマチ性疾患に関しては200名を超す
検体が保管されている。これらの標品すでに複数の班員の研究に供されている。今後、これらのサン
プルが広く活用されることが望まれる。 

A. 研究目的 
明らかな病因・病態の明らかでない難治性病

態に対して、より多くの、かつき多分野からの
研究者の参入がブレークスルーを果たすことは
しばしば見受けられる。その際に、モデルとな
る動物、病態、細胞、分子が整備されているこ
とが重要なキーの一つであることは明白である。
私たちは霞が関アーバンクリニックと海里マリ
ン病院と連携することにより、5000例を超える
線維筋痛症と約2000例の関節リウマチ患者情報
を有している。これらのネットワークを活用し、
本研究班のみならず緒についたばかりの線維筋
痛症研究の振興と発展のため、以下の二種類の
共通基盤、すなわち、研究プラットフォームを
構築することを目的とする。また、中島らが行
っている分子病態学的アプローチを行い、から
線維筋痛症の病因・病態を明らかにする。 

 
 
B. 研究方法 
１－１．上記の二つの医療施設を受診された患
者のうち、同意を得られた方々より、西岡らの
提唱する線維筋痛症の活動性の指標、すなわち
疼痛スコアー、並びに各身体症状をサンプリン
グする。 
１－２．得られたデータは匿名化され、かつ、
エクセルにて作成したシートにデータバンク化
する。具体的には、各部位の疼痛の有無を １
もしくは０として表記する。また、身体症状も
有無に応じ１もしくは０と表記される。 
１－３．上記のように暗号化され構築された症
例データバンクは複数の臼井・長田・山野各分
担研究員と協力し多変量解析を行う。 

 
２－１．１の中から、さらに末梢血の採取に同
意を得られた群に関しては、情報に従い、血漿
・血清、ならびに末梢血有核細胞を保存する。
さらに、人工関節置換術の必要な症例に関して
は関節組織の病理標本と滑膜細胞の採取・保存
を行う（検体データバンク）。 
 
(倫理面への配慮) 
 上記のようにデータの匿名化・暗号化を行な
い、かつ十分に説明の後、書面にて納得いただ
いた症例のみを対象とする。患者の不利益・個
人情報の遺漏には十二分に留意している。さら
に、これらの研究は東京医科大学の臨床研究に
て承認されている（課題名：線維筋痛症および
リウマチ性疾患の病因解明と治療法開発に関す
る研究 東京医科大学 医学研究倫理審査番号 
1468） 
 
C. 研究結果 
１．症例データバンク：200名を超える症例デー
タバンクがすでに構築された（2014年2月23日現
在）。さらに、１）治療効果。２）重症度。
３）予後判定の三点から多変量解析を行った結
果、いくつかの身体症状が有意差を持って他の
事象とは独立に１）～３）に関与していること
が明らかとなった。これらの結果を各班員の有
する病態モデル・細胞系などに外挿することに
より病態研究に対する研究プラットフォームと
なることが期待される。 
２．検体データバンク：2014年2月23日現在、12
5名線維筋痛症患者の末梢血有核細胞、血漿がス



 

 

トックされた。疾患対象としての関節リウマチ
に関しては、関節液、関節滑膜のサンプリング
を行った検体が200症例を超えている。すでに大
部分の本研究班員を前述した東京医科大学の医
学研究倫理審査会に共同研究者としての承認が
得られたため、複数の班員に供与し、共通プラ
ットフォームとしての意義づけがなされようと
している（例 山野班員）。 
 病態研究に関しては、これらのサンプルを用
い疼痛制御に関する薬剤の副作用の一つである
肥満のメカニズムを解明した（知的財産２）。
また、同様に検体バンクを活用することにより
新規疼痛制御候補薬剤の薬理作用の一端を明ら
かにした（知的財産３） 
 
D. 健康危険情報 
○○○○ 
（分担研究報告書には記入せずに、総括研究報
告書にまとめて記入） 
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K+チャネル（VGKC）複合体抗体の高い陽
性率，日本線維筋痛症学会 第 5 回学術集
会（2013年10月5～6日、神奈川） 

40) 荒谷聡子、臼井千恵、山野嘉久、西岡健弥、
藤田英俊、八木下尚子、伊藤健司、長田賢



 

 

一、中村郁朗、西岡久寿樹、中島利博: 抗疼
痛薬による肥満と小胞体ストレスの関与，
日本線維筋痛症学会  第  5 回学術集会
（2013年10月5～6日、神奈川） 

41) 西森美佐子、尾崎鈴子、梅原由加里、岡村
聡子、澁谷美雪、荒谷聡子、中島若巳、堤
克嘉、上村致信、中谷孝、中島利博: 線維筋
痛症における関節超音波所見と疾患活動性
の検討，日本線維筋痛症学会 第 5 回学術
集会（2013年10月5～6日、神奈川） 

42) 岡村聡子、島津央、薦田昭宏、西森美佐子、
梅原由加里、澤井健、 澁谷美雪、中島若巳、
堤克嘉、上村致信、中谷孝、中島利博: 線維
筋痛症に対する治療（医学的介入）効果に
ついて，日本線維筋痛症学会 第 5 回学術
集会（2013年10月5～6日、神奈川） 

43) 藤田英俊、荒谷聡子、中島若巳、西岡久寿
樹、中島利博、諸田沙織、内野博之、須藤
カツ子: E3ユビキチンリガーゼであるシノビ
オリンによる体重制御機構，第172回東京医
科大学医学会総会（2013年11月2日、東京） 

44) 藤田英俊、八木下尚子、荒谷聡子、西岡久
寿樹、中島利博: シノビオリンによる新規エ
ネルギー代謝制御機構，第90回東京医科大
学・東京薬科大学・免疫アレルギー研究会
（2013年11月5日、東京） 

45) 中島若巳、荒谷聡子、藤田英俊、西岡久寿
樹、槇田浩史、瀬戸口靖弘、中島利博: シノ
ビオリンを中心とした変異型肺サーファク
タント蛋白Cによる間質性肺炎の分子病態モ
デル，日本肺サーファクタント・界面医学
会 第49回学術研究会（2013年11月16日、東
京） 

46) 荒谷聡子: リウマチおよび肥満に対する創薬
開発を目指したE3ユビキチン化酵素シノビ
オリン阻害剤の研究，東京医科大学記念館
ポスター発表懇談会（2013年11月27日、東
京） 

47) 藤田英俊: E3ユビキチンリガーセであるシノ
ビオリンによる体重制御機構，東京医科大
学記念館ポスター発表懇談会（2013年11月
27日、東京） 

48) 中島利博: 新規タンパク質・脂質の共役的分
解経路の発見と創薬開発への展開－ロコモ
ーティブ症候群とメタボリック症候群の新
たなる接点－ 
第3回医薬工3大学包括連携推進シンポジウ
ム「特別講演」（2013年12月14日、東京） 

49) 藤田英俊、荒谷聡子、八木下尚子、諸田沙
織、内野博之、稲津正人、臼井正彦、西岡
久寿樹、中島利博: シノビオリンによる新規

エネルギー代謝制御機構の発見 
第3回医薬工3大学包括連携推進シンポジウ
ム（2013年12月14日、東京） 

50) 荒谷聡子、藤田英俊、八木下尚子、西岡久
寿樹、中島利博: リウマチと肥満を標的とし
たシノビオリン阻害剤の創薬開発研究の展
開 
第3回医薬工3大学包括連携推進シンポジウ
ム（2013年12月14日、東京） 

51) 中島若巳、荒谷聡子、藤田英俊、槇田浩史、
西岡久寿樹、瀬戸口靖弘、中島利博: サーフ
ァクタントタンパク質ＳＰ－Ｃの遺伝子変
異をモデルとした肺線維症発症の分子機序
へのアプローチ 
第3回医薬工3大学包括連携推進シンポジウ
ム（2013年12月14日、東京） 

 
F. 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 
1 特許取得 
1) 発明の名称: １，３，５―トリアジン誘導体

を有する線維化予防又は治療剤 
発明者: 中島利博、瀬戸口靖弘、中島若巳、
荒谷聡子、藤田英俊 
出願人: 学校法人 東京医科大学 
出願日: 2012年12月26日 
国内外の別: 国内 

2) 発明の名称: 小胞体ストレスシグナルを抑制
することによる，薬剤の副作用としての体
重増加や肥満を防止するために用いられる
肥満防止剤 
発明者: 中島利博、荒谷聡子、臼井千恵、山
野嘉久、西岡健弥、藤田英俊、八木下尚子、
伊藤健司、中村郁朗、西岡久寿樹 
出願人: 株式会社エム・エス・エス 
出願日: 2013年6月10日 
国内外の別: 国内 

3) 発明の名称: IL-2産生抑制 
発明者: 中島利博、荒谷聡子、青野浩之、
西岡久寿樹 
出願人: 参天製薬株式会社 
出願日: 2013年3月22日 
国内外の別: 国内なし 

 
2 実用新案登録 
なし 

 
3 その他 
なし 



 

 

 


